
●提言ラフイメージ

１．なぜ「学校教育と社会教育の連携」というテーマを選定したか？

→　令和8年度からの第4次富士見市生涯学習推進基本計画において、【重点施策】となっている課題にフォーカス

　　「基本施策（２）学習情報の発信・相談体制の充実・推進体制の充実」の中の「③市内の学校と地域の連携の充実」を取り上げた

※提言テーマ根拠・・・「学校教育と社会教育の連携」が市の計画のどこに載っているか？

第4次富士見市生涯学習推進基本計画

基本目標①多様な学習活動への支援

基本施策（２）学習情報の発信・相談体制の充実・推進体制の充実【重点施策】

●推進体制の充実　③市内の学校と地域の連携の充実　P.35

２．提言主題

コミュニティスクールを有効に機能させるために、地域学校協働本部を早急に設置すべき、または、地域学校協働活動を早急に始めるべき

なぜならば　→　コミュニティスクール（学校運営協議会）と地域学校協働本部（地域学校協働活動）は車の両輪

コミュニティスクール（学校運営協議会）が始まったところで、間を空けず取り組み、効果を高めるべき

３．両輪をうまく回すことで、どのような大人・子どもになってもらいたいか、どのような地域になってもらいたいか？

→市の計画から引用

４．富士見市は自市の強み・特長を生かして、どのような地域学校協働本部（地域学校協働活動）を目指すべきか？

→富士見市の地域学校協働活動で大切にしたいこと・特に力を入れたいこと・特色とそれが重要な理由

５．そのような本部（活動）を実現するために必要なことは？

→富士見市の特色・重要ポイントを実現するために必要な具体的な要素・条件

●今後のスケジュール案

議題 詳細 事務局の事後ワーク 委員の事後の宿題

9月 8日(火)
令和９年度社会教育関係団体に

対する補助金の交付について
※残り時間の中で、各自の事前ワーク結果発表も行う 各自の事前ワーク結果整理 ワーク整理資料読み込み

10月 13日(火) 社会教育と学校教育の連携
富士見市の地域学校協働活動の重点ポイント

【検討・決定】

重点ポイント整理＆ワークシート作

成

実現に必要な要素・条件

書き出し

11月 下旬 社会教育と学校教育の連携 重要ポイント実現のために必要な要素・条件【検討・決定】

1月 下旬 社会教育と学校教育の連携 重要ポイント実現のために必要な要素・条件【検討・決定】 提言ラフ案作成 ラフ案読み込み

3月 上旬 社会教育と学校教育の連携 提言ラフ案をもとに提言ストーリーの検討 ストーリーに沿った提言案作成 提言案を読んで修正点検討

4月 下旬 社会教育と学校教育の連携 提言案の読み合わせ・修正意見出し 修正版作成 修正版を読んで修正意見出し

開催時期


